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２

【
採
用
】

�

三
浦
　
市
郎
　
ま
ち
づ
く
り
管
理
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

(

県
・
土
木
部
道
路
維
持
課)

【
派
遣
】

�

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
次
仁
（
保
険
課
）

　
県
・
総
務
部
市
町
村
課
　
　
外
川
　
　
豪
（
管
理
課
）

　
県
・
観
光
部
観
光
資
源
課
　
外
川
　
正
和
（
環
境
課
）

　
県
・
土
木
部
都
市
計
画
課
　
山
中
　
寛
之
（
建
設
課
）

【
配
置
換
】

�

課
　
長

�

　
水
　
道
　
課
　
　
　
　
　
渡
辺
　
辰
美
（
議
会
事
務
局
）

�

　
保
　
険
　
課
　
　
　
　
　
小
佐
野
文
雄
（
水
道
課
）

�

　
議
会
事
務
局
　
　
　
　
　
渡
辺
　
晴
夫
（
保
険
課
）

�

課
長
補
佐

�

　
福
祉
推
進
課
　
　
　
　
　
三
浦
　
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
）

�

　
健
康
増
進
課
　
　
　
　
　
小
佐
野
洋
五
（
福
祉
推
進
課
）

　
昇
任
係
長

�

　
管
理
課
管
財
係
　
　
　
　
山
中
　
一
敏
（
総
務
課
）

　
係
　
長

�

　
総
務
課
収
納
対
策
班
　
　
赤
池
　
和
文
（
管
理
課
）

�

　
観
光
課
蝙
蝠
穴
所
長
　
　
三
浦
　
吉
彦 

（
文
化
振
興
局
）

　
主
査
・
主
任
・
主
事

�

　
総
務
課
財
政
係
　
　
　
　
古
屋
　
昌
浩
（
税
務
課
）

まちかど情報局まちかど情報局情報局

町
役
場
職
員
の
異
動
に
つ
い
て

渡
邉
き
み
子
さ
ん
１
０
０
歳
！

船
津
保
育
所
に
「
車
止
め
」
を

　
　
　
　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

河
口
の
古
屋
茂
さ
ん
、
小
立
小
学
校
に

1
0
0
万
円
の
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

河
口
の
古
屋
昇
さ
ん
か
ら
遊
具
と
ピ
ア
ノ
の

　
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

　
小
立
に
お
住
ま
い
の
渡
邉
き
み
子
さ
ん
は
、
明
治

37
年
３
月
30
日
生
ま

れ
で
今
年
、
満
１
０

０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
町
で
は
き
み

子
さ
ん
の
１
０
０
歳

の
誕
生
日
に
、
町
長

が
渡
邉
さ
ん
の
お
宅

を
訪
問
し
、
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

�

き
み
子
さ
ん
の
益

々
の
長
寿
を
祈
念
し

ま
す
。

��

　

�

船
津
地
区
四
十
二
の
厄
年
の
皆
さ
ん
（
参
八
九
会

・
井
出
肇
会

長
）
か
ら
、
船

津
保
育
所
に

車
止
め
を
３

機
、
寄
贈
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

��

河
口
在
住
の
古
屋
昇
さ
ん
か
ら
、
河
口
保
育
所
に

遊
具
の
「
な
か
よ

し
ラ
ン
ド
」
、
河
口

小
学
校
に
「
ピ
ア

ノ
」
の
寄
贈
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
河
口
在
住
で
、
オ
ー
ル
ド
ホ
ー
ム
ズ(

有)

の
古
屋

茂
さ
ん
か
ら
、

古
屋
さ
ん
の
母

校
で
あ
る
小
立

小
学
校
の
教
育

に
役
立
て
て
も

ら

い

た

い

と

1
0
0
万
円
の

寄
付
を
し
て
い

た

だ

き

ま

し

た
。



広
報
富
士
河
口
湖

　
３

�

【
富
士
河
口
湖
町
名
誉
町
民
】

�

假
屋
　
美
尋
　
氏
　
（
大
石
）

�

　(

綾
小
路
き
み
ま
ろ)

�

清
水
　
國
明
　
氏
　
（
小
立
）

�

提
案
理
由

�

　
假
屋
美
尋
（
綾
小
路
き
み
ま
ろ
）
氏
は
、
日
本
を

　
代
表
す
る
漫
談
家
と
し
て
活
躍
、
テ
レ
ビ
出
演
等
を

　
通
じ
て
、
全
国
的
な
町
名
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
つ
な
が

　
っ
て
お
り
、
町
の
観
光
振
興
及
び
文
化
の
向
上
に
貢

　
献
し
て
い
る
。

�

　
清
水
國
明
氏
は
、
「
N
P
O
法
人
清
水
國
明
の
河

　
口
湖
自
然
樂
校
」
を
開
校
し
、
キ
ャ
ン
プ
や
カ
ヌ
ー

　
体
験
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む

　
講
座
、
地
域
で
の
生
涯
学
習
講
座
に
も
積
極
的
に
協

　
力
し
て
い
る
。

��

　
こ
の
よ
う
に
、
本
町
の
発
展
並
び
に
社
会
文
化
の

　
進
展
に
著
し
く
貢
献
し
て
い
る
両
氏
に
、
特
別
町
民

　
の
称
号
を
付
与
し
、
町
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
活
躍
を

　
期
待
す
る
。

��

湖
南
水
道
事
業
常
任
委
員
会
委
員
を
選
任

�

渡
辺
貴
美
男
　
昭
和
13
年
生
　(

船
津)

西
湖
財
産
区
管
理
委
員
を
選
任

�

渡
辺
　
勝
人
　
　
昭
和
18
年
生
　(

西
湖
南)

�

渡
辺
　
賢
三
　
　
昭
和
24
年
生
　(

西
湖
西)

大
嵐
財
産
区
管
理
委
員
を
選
任

�

渡
辺
　
勝
明
　
　
昭
和
11
年
　(

大
嵐)

�

朝
比
奈
喜
四
郎
　
昭
和
４
年
　(

大
嵐)

�

　
　

� �

■
文
化
財
審
議
会
委
員

　
中
村
章
彦
・
庄
司
守
男
（
船
津
）
外
川
和
夫
（
浅
川
）

　
倉
沢
　
幹
（
小
立
）
堀
内
健
三
（
大
石
）
中
村
義
朗
（
河
口
）

�

小
佐
野
真
一
・
小
佐
野
安
・
小
石
川
正
文
（
勝
山
）�

　
宮
下
晃
夫
（
長
浜
）
渡
辺
篤
（
西
湖
南
）
渡
辺
秀
勝
（
大
嵐
）

�

■
足
和
田
地
区
の
区
長

　
４
月
か
ら
先
の
方
々
が
区
長
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
大
嵐
区
長
　
渡
辺
　
栄
治

　
　
長
浜
区
長
　
梶
原
　
芳
章

�

　
西
湖
区
長
　
渡
辺
　
勝
人

�

　
根
場
区
長
　
渡
辺
　
賢
三

　
◆
区
長
会
長
　
渡
辺
　
勝
人

�

■
平
成
16
年
度
消
費
生
活
相
談
員

�

県
で
は
、
県
内
の
1
2
0
名
を
消
費
生
活
相
談
員
と
し

て
委
嘱
し
、
毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
消
費
生
活
に
関
す
る

苦
情
や
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

�

私
た
ち
の
町
の
相
談
員
さ
ん
は
次
の
4
人
で
す
。
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

�

　
井
出
　
満
枝
（
船
津
）
　
７
２
‐
０
２
５
６

�

　
外
川
寿
美
恵
（
船
津
）
　
７
２
‐
０
８
９
１

�

　
渡
辺
　
吉
枝
（
西
湖
南
）
８
２
‐
２
３
５
７

�

　
穂
阪
　
四
郎
（
船
津
）
　
７
２
‐
０
６
２
９

�

　
総
務
課
収
納
対
策
班
　
　
渡
辺
　
光
夫
（
企
画
課
）

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
佐
野
健
二
（
税
務
課
）

�

　
管
理
課
管
財
係
　
　
　
　
岡
村
　
　
等
（
勝
山
出
張
所
）

�

　
管
理
課
防
災
係
　
　
　
　
相
沢
　
幸
冶
（
水
道
課
）

�

　
企
画
課
地
域
情
報
係
　
　
渡
辺
真
由
美
（
税
務
課
）

�

　
保
険
課
介
護
保
険
係
　
　
倉
沢
美
由
紀
（
学
校
教
育
課
）

�

　
福
祉
推
進
課
社
会
福
祉
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
田
よ
し
み
（
生
涯
学
習
課
）

�

　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
ま
す
子
（
収
入
役
室
）

�

　
水
道
課
上
水
道
係
　
　
　
小
佐
野
才
史
（
管
理
課
）

�

　
建
設
課
都
市
計
画
係
　
　
佐
野
　
哲
也
（
県
土
木
部
）

�

　
収
入
役
室
　
　
　
　
　
　
外
川
　
博
章
（
水
道
課
）

�

　
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
浩
基
（
企
画
課
）

�

　
大
嵐
小
学
校
用
務
員
　
　
大
石
　
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

�

　
船
津
保
育

所
　
　
　
　
滝
口
　
裕
子
（
こ
も
も
保
育
所
）

　�

船
津
保
育

所
　
　
　
　
三
浦
　
克
子
（
勝
山
保
育
所
）

　
　
船
津
保
育

所
　
　
　
　
中
村
　
恵
子
（
河
口
保
育
所
）

　�

こ
も
も
保
育
所
　
　
　
　
高
野
由
紀
子
（
船
津
保
育
所
）

　
　
河
口
保
育

所
　
　
　
　
小
佐
野
き
よ
み
（
船
津
保
育
所
）

　�

勝
山
保
育

所
　
　
　
　
三
浦
ひ
ろ
み
（
足
和
田
保
育
所
）

　
　
勝
山
保
育

所
　
　
　
　
相
沢
真
由
美
（
船
津
保
育
所
）

　
　
足
和
田
保
育
所
　
　
　
　
小
佐
野
芳
保
（
勝
山
保
育
所
）

か
り 

 

や
か
り 

 
 

や 
 
 

よ
し 

 

ひ
ろ

よ
し
ひ
ろ

議
会
事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

 

各
種
行
政
委
員
等
の
紹
介

３
月
議
会
で
２
名
を
特
別
町
民
に
推
せ
ん
！



広
報
富
士
河
口
湖

　
４

　
町
で
は
、
昨
年
11
月
15
日
の
合
併
に
よ
り
新
町
に
な
り

ま
し
た
が
、
新
町
に
な
っ
て
初
め
て
の
予
算
が
先
月
の
広

報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
３
月
議
会
で
承
認
さ
れ
、

そ
の
執
行
に
移
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
年
度
各
地

区
で
実
施
し
て
い
く
主
要
事
業
等
に
つ
い
て
、
各
地
区
の

皆
さ
ん
方
に
紹
介
し
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご

提
案
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
具
体
的
な
町
づ
く
り
に
反
映

し
て
い
こ
う
と
こ
の
地
域
懇
話
会
を
町
内
６
ケ
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。

�

４
月
12
日
と
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
足
和
田
地
区
及

び
勝
山
地
区
で
の
懇
話
会
の
意
見
交
換
の
内
容
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
4
月
26
日
は
大
石
、
30
日
は
河
口
、
５
月
10
日

は
小
立
、
17
日
に
は
船
津
地
区
を
対
象
に
懇
話
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

�

＝
足
和
田
地
区
懇
話
会
＝
　
出
席
者
85
名

�

　
４
月
12
日
午
後
７
時
、
足
和
田
出
張
所
　

�

【
質
問
】
街
灯
の
電
気
代
に
つ

　
　
　
　
い
て
、
各
地
区
間
に

　
　
　
　
設
置
さ
れ
て
い
る
分

　
　
　
　
も
自
治
会
で
負
担
す

　
　
　
　
る
の
か
。

【
回
答
】
通
学
路
や
公
道
上
の

　
　
　
　
街
灯
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
公
費
で
支
払
う
よ
う

　
　
　
　
に
す
る
、
現
状
を
調

　
　
　
　
査
す
る
。

【
質
問
】
旧
足
和
田
地
区
で
の
健
康
診
断
は
、
厚
生
連
で

　
　
　
　
毎
年
５
月
実
施
だ
っ
た
が
、
新
町
で
は
10
月
予

　
　
　
　
定
に
な
っ
て
い
る
が

【
回
答
】
新
町
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
旧
町
村
の
体

�

　
　
　
系
に
従
い
実
施
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
実
施

　
　
　
　
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
お
そ
く
な
り

　
　
　
　
ま
す
が
ご
理
解
願
い
た
い
。

【
質
問
】
西
湖
公
民
館
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
利
用
者

　
　
　
　
が
多
い
の
で
、
屋
外
用
ト
イ
レ
の
設
置
を

【
回
答
】
関
係
機
関
と
協
議
し
、
要
望
に
沿
え
る
よ
う
検

�
 　

　 

討
し
て
い
く
。

�

【
質
問
】
長
浜
地
区
の
消
防
自
動
車
２
台
が
分
散
配
備
さ

�
　
　
　
れ
て
い
る
の
で
、
出
張
所
に
収
納
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
ま
た
、
旧
車
庫
を
長
浜
区
倉
庫
と
し
て
使
用
さ

　
　
　
　
せ
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
検
討
し
て
い
く

�

【
質
問
】
足
和
田
地
区
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
Ａ
Ｄ
Ｓ

�

　
　
　
Ｌ
が
利
用
で
き
な
い
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

【
回
答
】
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
の
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
が
必
要
で

�

　
　
　
あ
る
。
地
域
で
の
意
見
集
約
に
よ
り
町
で
も
対

　
　
　
　
応
し
て
い
く
。

�

【
質
問
】
大
嵐
町
営
グ
ラ
ン
ド
に
夜
間
照
明
設
備
を
設
置

�

　
　
　
し
て
欲
し
い
。

【
回
答
】
大
嵐
区
総
会
で
も
出
さ
れ
た
が
、
現
在
検
討
し

�

　
　
　
て
い
る
。�

【
質
問
】
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
大
会
等
へ
の
参

　
　
　
　
加
時
に
、
町
の

�

　
　
　
バ
ス
を
利
用
さ

　
　
　
　
せ
て
も
ら
え
な

　
　
　
　
い
か
。

【
回
答
】
所
属
課
か
ら
利

　
　
　
　
用
申
込
み
を
し

　
　
　
　
て
利
用
し
て
く

　
　
　
　 

だ
さ
い
。

�

【
質
問
】
可
燃
ご
み
の
収
集
を
週
２
回
に
し
て
欲
し
い�

【
回
答
】
合
併
協
議
書
に
は
、
収
集
を
週
２
回
に
す
る
旨

　
　
　
　
は
な
い
。
今
後
、
富
士
吉
田
市
へ
の
搬
入
が
可
能

　
　
　
　 

に
な
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

�

＝
勝
山
地
区
懇
話
会
＝
　
出
席
者
１
４
０
名

�

４
月
19
日
午
後
７
時
、
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�

【
質
問
】
防
災
無
線
整
備
に
つ
い
て
５
年
計
画
を
早
期
に

�

　
　
　
し
て
欲
し
い

【
回
答
】
予
算
が
多
額
な
た
め
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
実

�

　
　
　 

施
す
る
。
な
る
べ
く
要
望
に
沿
っ
て
い
き
た
い
。

�

【
質
問
】
「
道
の
駅
」
駐
車
場
整
備
の
早
期
着
手
と
富
士

�
 
 
 
 
 
 山

の
方
位
を
示
す
看
板
等
の
設
置
及
び
羽
根
子

�

　
　
　 

山
の
有
効
利
用
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回
答
】
「
道
の
駅
」
に
は
、
積
極
的
な
予
算
を
計
上
し

�

　
　
　 

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
対
応
し

�

　
　
　 

て
い
く
。

�

【
質
問
】
街
並
み
整
備
事
業
が
現
段
階
、
一
時
中
断
し
た

�

　
　
　
よ
う
だ
が
ど
う
か
。

各
地
区
で
地
域
懇
話
会
開
催
中
！
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【
回
答
】
平
成
16
年
度
も

　
　
　
　
引
き
続
き
実
施

　
　
　
　
す
る
。

�

【
質
問
】
資
源
ご
み
の
搬

　
　
　
　
出
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
ト
ラ
ッ
ク
の
用

�

　
　
　
意
で
き
な
い
自

　
　
　
　
治
会
へ
の
配
慮

　
　
　
　
を
。
当
番
に
よ

　
　
　
　
る
資
源
ご
み
の

　
　
　
　
搬

出

に

つ

い

　
　
　
　
て
、
自
治
会
別

　
　
　
　
で
行
い
た
い
。

【
回
答
】
区
長
長
と
し
て
、
町
の
要
望
内
容
を
各
自
治
会

�

　
　
　
へ
持
ち
帰
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
問
題
も
含
め
、
各

　
　
　
　
自
治
会
協
力
の
も
と
に
推
進
し
て
頂
き
た
い
。

�

【
質
問
】
富
士
吉
田
市
へ
の
搬
入
を
現
在
交
渉
中
と
の
こ

�

　
　
　
と
だ
が
、
青
木
が
原
の
施
設
は
復
活
で
き
な
い

　
　
　
　
の
か
。

【
回
答
】
焼
却
炉
は
、
最
低
１
０
０
ト
ン
を
処
理
で
き
る

�

　
　
　
施
設
で
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
い
が
、
現
状
を

　
　
　
　
検
査
し
た
結
果
最
低
で
も
４
億
の
予
算
が
必
要

　
　
　
　
で
あ
り
、
耐
久
性
は
、
４
～
５
年
程
度
。
ま
た
、
県

　
　
　
　
の
エ
コ
パ
ー
ク
構
想
（
県
下
の
ゴ
ミ
を
１
ヶ
所

　
　
　
　
で
処
理
さ
せ
る
）
も
考
え
る
と
復
活
に
は
無
理

　
　
　
　
が
あ
る
。

�

【
質
問
】
湖
岸
の
遊
歩
道
に
つ
い
て
、
河
口
湖
遊
園
～
シ

�

　
　
　
ッ
コ
ゴ
公
園
間
を
早
期
に
整
備
し
て
欲
し
い
。

【
回
答
】
湖
岸
の
遊
歩
道
は
、
県
と
町
の
分
担
事
業
で
現

�

　
　
　
在
実
施
し
て
い
る
。
場
所
的
に
河
川
敷
を
利
用

　
　
　
　
す
る
た
め
状
況
を
慎
重
に
鑑
み
、
将
来
的
に
は

　
　
　
　
湖
畔
一
週
構
想
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
国
道
１
３
９
号
線
（
勝
山
入
口
）
の
信
号
機
に

�

　
　
　
右
折
表
示
を
備
え
て
欲
し
い

【
回
答
】
県
の
公
安
委
員
会
へ
お
願
い
し
て
み
ま
す
。

�

【
質
問
】
東
海
自
然
歩
道
に
お
け
る
、
ご
み
の
不
法
投
棄

�

　
　
　
を
厳
重
管
理
し
て
欲
し
い

【
回
答
】
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
時
は
、
至
急
環
境
課
へ
連

�

　
　
　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
主
さ
ん
方
に
も

　
　
　
　
自
己
防
衛
手
段
と
し
て
、
不
法
投
棄
が
生
じ
な

　
　
　
　
い
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

【
質
問
】
勝
山
小
中
学
校
南
側
交
差
点
へ
の
信
号
機
の
設

�

　
　
　
置
を

【
回
答
】 

公
安
委
員
会
へ
現
在
要
望
書
を
提
出
し
て
お
り
、

　
　
　 
 

再
度
陳
情
行
い
ま
す
。

�
【
質
問
】
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
、
例
え
ば
、

　
　
　
　
地
区
集
会
場
と
し
て
利
用
さ
せ
て
欲
し
い
。

【
回
答
】
旧
施
設
の
利
用
方
法
と
現
在
利
用
し
て
い
る
各

�

　
　
　
施
設
と
の
関
連
性
を
検
討
し
、
将
来
あ
る
べ
き

　
　
　
　
方
向
を
考
え

　
　
　
　
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
具
体
的
に
は
、

　
　
　
　
旧
勝
山
庁
舎

　
　
　
　
等
も
含
め
、

　
　
　
　
議
員
や
財
産

　
　
　
　
管
理
委
員
等

　
　
　
　
に
よ
り
、
本

　
　
　
　
年
度
中
に
確

　
　
　
　
た
る
方
針
を

　
　
　
　
定
め
て
い
き

　
　
　
　
た
い
。

企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

��

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
い
ろ
ん
な

意
見
や
提
案
等
を
気
軽
に
出
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
町
づ
く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

を
設
け
て
い
ま
す
。
現
在
１
ヶ
月
に
５
件
～
10
件
程
度

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。

　
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
担
当
課
に
回
覧
し
、
回
答
を

返
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
公
開
可
能
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
内
容
と
回
答
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

�

是
非
、
ご
利
用
下
さ
い
。

��

町
民
の
皆
さ
ん
に
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
町
の
出

来
事
な
ど
を
１
週
間
に
１
度
、
放
送
し
て
い
る
テ
レ
ビ

「
こ
う
ほ
う
富
士
河
口
湖
」
は
、
河
口
湖
C
A
T
V
と
、「
北

富
士
テ
レ
ビ
」
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
「
河
口
湖
C
A
T
V
」
や
「
北
富
士
テ
レ
ビ
」

が
見
れ
な
い
方
に
は
、
町
役
場
庁
舎
、
勝
山
・
足
和
田

の
各
出
張
所
で
見
れ
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「河口湖CATV」での放送日程

「北富士テレビ」での放送日程

◆毎日曜日～火曜日の週3回

◆2チャンネル

◆放送時間

◆毎月曜日と木曜日の週2回

◆11チャンネル

◆放送時間　午後7時～7時30分

午前　 6時15分～  6時45分

午前 　7時15分～  7時45分

午前　 8時15分～  8時45分

午前　 9時15分～  9時45分

午後　 5時15分～  5時45分

午後　 6時15分～  6時45分

午後　 7時15分～  7時45分

午後　 11時15分～11時45分

(北富士テレビの放送内容によって時間が
 変更する場合があります。)

町
づ
く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
「
こ
う
ほ
う
富
士
河
口
湖
」
に
つ
い
て�
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　私たちの町を恐ろしい火災や災害から守ってくれる消防団の組織は、昨年１１

月の町村合併時に１１分団・定数３７５人が富士河口湖町消防団として発足し活

動を行ってきましたが、本年４月１日より新たに６分団・定数２９５人として消

防団編成を行い今まで以上に地域に貢献いたします。

�

�新しい組織及び今年の役員の顔ぶれは次のとおりです。（敬称略）

�■団　　長　小佐野昭二（船津）

　■副 団 長　渡辺　藤三（小立）　外川　和康（河口）　流石　修身（勝山）　渡辺　慎次（西湖西）　

�◆船 津 分 団　（定数４５人）　分 団 長　　梶原　義美　　

�　　　　　　　　　　　　　　　副分団長　　駒沢　信治

�◆小 立 分 団　（定数４５人）　分 団 長　　北村　邦夫

�　　　　　　　　　　　　　　  副分団長　　渡辺　善栄

�◆大 石 分 団　（定数３５人）　分 団 長　　藤井　米寿

�　　　　　　　　　　　　　 　 副分団長　　半田　幸久

�◆河 口 分 団　（定数４０人）　分 団 長　　高山　昂士

�　　　　　　　　　　　　　　  副分団長　　外川　　満

�◆勝 山 分 団　（定数４５人）　分 団 長　　佐野　喜市

�　　　　　　　　　　　　　　  副分団長　　小佐野文夫

�◆足和田分団　（定数８０人）　分 団 長　　三浦　由一

�　　　　　　　　　　　　　　  副分団長　�三浦　重美

�

�

�本年、消防団組織の編成に伴い、新たに消防団員に新基準の活動服を支給し

ました。そのため旧活動服について、リサイクル可能なものについては、町内

で活動している自主防災会及び自治消防隊員に使用していただきたいと考えて

おります。

　必要な団体は、役場管理課　防災係までご連絡ください。（℡72-6013）

4月11日に行われた、平成16年度

富士河口湖町消防団出初式の様子

各自主防災会・自治消防隊にお知らせ

＝平成16年度＝

富士河口湖町消防団組織・役員紹介

�

健
康
科
学
大
学
は
、
開
学
２
年
目
を
迎
え
、
医
療
・
福
祉
を

学
ぶ
生
徒
が
全
国
よ
り
集
ま
り
、
現
在
１
期
生
２
８
３
名
、
２

期
生
２
８
２
名
が
入
学
し
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
科
学
大
学
の
学
生
用
の
宿
舎
は
、
富
士
河
口
湖
町
で
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
学
生
宿
舎
組

合
を
組
織
し
学
生
に
対
し
宿
舎
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
健
康
科
学
大
学
の
平
成
17
年
度
の
入
学
生
を
対

象
と
し
た
学
生
宿
舎
の
建
設
に
関
す
る
説
明
会
を
、
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
建
設
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
建
設
希
望
申

込
書
を
17
日
ま
で
に
健
康
科
学
大
学
宿
舎
組
合
ま
で
提
出
の
上

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
学
生
の
希
望
す
る
宿
舎
の
形
態
や
、
今
ま
で
の
状

況
、
町
か
ら
の
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

�

・
申
し
込
み
期
限
　
平
成
16
年
５
月
17
日
（
月
）

　
・
申
込
書
提
出
先
　
健
康
科
学
大
学
学
生
宿
舎
組
合

　
　
　
　
　
組
合
長
　
鈴
木
俊
雄
（
電
話
　
７
２
‐
１
６
６
３
）

※
建
設
希
望
申
込
書
は
、
組
合
長
宅
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

＝
説
明
会
＝

　
・
開
催
期
日
　
　
５
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
・
開
催
場
所
　
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
２
階�

視
聴
覚
室

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
科
学
大
学
（
学
生
課
）
　
８
３-

５
２
３
０

　
学
生
宿
舎
組
合
　
鈴
木
　
　
　
７
２-

１
６
６
３

　
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
　
７
２-

６
０
２
３

健
康
科
学
大
学
学
生
宿
舎
建
設
希
望
申
込
み

及
び
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
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有
害
鳥
獣
防
護
柵
を
設
置
す
る
と

�

　
　
　
　
　
　
　
　
半
額
を
補
助
し
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
が
農
地
に
侵
入
す
る
の
を
防

ぐ
た
め
、
電
気
柵
、
網
、
ト

タ
ン
等
で
防
護
柵
を
設
置
し

た
人
に
、
５
万
円
を
限
度
に

か
か
っ
た
費
用
の
半
額
を
補

助
し
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
、
資
材
購
入
費
等
の
領
収
書
、
完
成
写
真

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

問
合
先
　
町
役
場
農
林
課
振
興
係
　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
7
2-

1
1
1
5
）

�

　
農
業
用
マ
ル
チ
置
場
の
利
用
に
つ
い
て

�

各
地
区
に
農
業
用
マ
ル
チ
置
場
を
設
置
し
て
あ
り
ま
す

が
、
マ
ル
チ
以
外
の
ゴ
ミ
等
の
持
ち
込
み
が
あ
り
、
農
業

用
マ
ル
チ
の
処
理
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
支
障
を
き
た
し
て

い
ま
す
。

�

持
ち
込
み
が
で
き
る
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

�

・
農
業
用
マ
ル
チ

�

・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
使
用
し
た
ビ
ニ
ー
ル

※
家
庭
の
ゴ
ミ
類
は
絶
対
に
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

���

富
士
河
口
湖
町
公
共
物
管
理
条
例
が

　
　
　
　
　
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
条
例
は
、
法
定
外
公
共
物
（
道
路
法
、
河
川
法
等

の
適
用
を
受
け
な
い
公
共
物
）
で
代
表
的
な
も
の
に
里
道

（
高
速
自
動
車
国
道
・
一
般
国
道
・
都
道
府
県
道
・
又
は

市
町
村
道
以
外
の
道
路
で
、
認
定
外
道
路
・
赤
道
（
ア
カ

ミ
チ
）
等
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
）
、
水
路
（
一
級
河

川
・
二
級
河
川
・
又
は
準
用
河
川
以
外
の
河
川
で
普
通
河

川
・
青
溝
等
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
）
が
、
国
よ
り
譲

与
を
受
け
、
富
士
河
口
湖
町
で
機
能
管
理
、
財
産
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

�

譲
与
を
受
け
た
地
区
は
、
旧
河
口
湖
町
地
区
・
旧
勝
山

村
地
区
で
、
旧
足
和
田
村
地
区
は
平
成
17
年
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

�

こ
れ
に
よ
り
、
法
定
外
公

共
物
を
使
用
等
す
る
場
合

は
、
今
ま
で
国
へ
の
申
請
で

し
た
が
、
町
へ
の
許
可
申

請
と
使
用
料
を
払
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
承

知
下
さ
い
。

◆�
問
合
先
　
町
役
場
建
設
課
・
用
地
係

�

東
京
電
力
大
月
支
社
よ
り
防
犯
灯
が

　
　
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ー
防
犯
灯
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
へ
連
絡
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。
ー

　
東
京
電
力
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
役
立
つ
活
動
と
し
て

各
自
治
体
に
防
犯
灯
の
寄
贈
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
町
に

も
過
日
、
15
本
の
防
犯
灯
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

ま
た
、
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
・
区
会
を
通

し
て
申
請
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
防
犯
灯
の
器
具

に
つ
い
て
は
町
で
支
給
し
ま
す
が
、
設
置
・
維
持
管
理
及

び
電
気
代
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
・
区
会
で
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

��
�「

人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
お
け
る

　
　
　
「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設
に
つ
い
て�

�

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
制

度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思
想
の
更
な
る
普
及
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

�

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
富
士
河
口
湖
町
で
は
左
記
に
よ
り

「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。

�

都
留
児
童
相
談
所
で
は
、
定
例
相
談
を
毎
月
１
回
、
町

役
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
、
ご
覧
の
と
お
り
で
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

■
日
　
程
（
毎
月
１
回
、
午
前
10
時
～
午
後
2
時
）

　
６
月
４
日
、
７
月
２
日
、
８
月
６
日
、
９
月
３
日
、

　
10
月
１
日
、
11
月
５
日
、
12
月
３
日
、
１
月
７
日
、

　
２
月
４
日
、
３
月
４
日

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

都
留
児
童
相
談
所

　
　
　
定
例
相
談
の
お
知
ら
せ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
富
士
河
口
湖
町
「
特
設
人
権
相
談
所
」

　
　
6
月
1
日(

火)
 

午
後
1
時
30
分
～
4
時

　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
に
て
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４
月
号
の
広

報
誌
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、

町
で
は
子
育
て

支
援
の
充
実
を

図
る
施
策
と
し

て
平
均
６
％
の

保
育
料
の
減
額

改
定
を
い
た
し

ま
し
た
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
５
階
層
以
上
の
金
額
に
つ
い

て
も
、
階
層
ご
と
に
す
べ
て
料
金
格
差
を
設
定
し

た
こ
と
で
す
。

�

な
お
、
お
子
さ
ん
が
２
人
以
上
入
所
の
場
合
は
、

４
階
層
ま
で
は
、
年
齢
が
上
の
児
童
を
全
額
徴
収
、

下
の
児
童
を
減
額
（
中
の
児
童
を
２
分
の
１
・
下

の
児
童
を
10
分
の
１
徴
収
）
、
５
階
層
以
上
は
下

の
児
童
を
全
額
徴
収
、
上
の
児
童
を
減
額
（
中
の

児
童
を
２
分
の
１
・
下
の
児
童
を
10
分
の
１
徴
収
）

と
な
り
ま
す
。

�

た
く
さ
ん
の
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
保
育
料
の
階
層
設
定
は
、
所
得
税
と
住
民

税
の
税
額
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
ま
す
の
で
毎
年
変

わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
福
祉
推
進
課
児
童
福
祉

係
（
℡
７
２
‐
６
０
２
８
）
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

保
育
料
の
減
額
に
つ
い
て

福
祉
推
進
課
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

＝障害者割引制度の改正及び手続きについて＝
有料道路における障害者割引制度について、以下のとおり改正されましたのでお知らせします。

◆改正の概要◆

　割引証を廃止し、新たに割引の有効期間を記載する手続きを行った身体障害者手帳又は療育手帳のみで割

　引適用されます。 (旧制度 (割引証と手帳)での通行は、平成16年5月31日までとなります。)

　　　　　　　　　　　　　●このことに関するお問い合わせは、町役場福祉推進課へ連絡してください。
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生活保護法による被保護世帯
(単給世帯を含む)

第１段階層及び第4～

第7階層を除き、前年

度分の町民税の額の

区分が右の区分に該

当する世帯

第１段階層及び第4～

第7階層を除き、前年

度分の町民税の額の

区分が右の区分に該

当する世帯

町民税非課税世帯

町民税課税世帯

64,000円未満

64,000円以上

160,000円未満

160,000円以上

408,000円未満

408,000円以上

階層区分 3歳未満児 3　歳　児 4歳以上児 階　層　定　義

平成16年度富士河口湖町保育所徴収金基準額表

※同時に2名以上の児童が入所する世帯について、第1～第4階層の世帯は最年長児を全額、2人目を5割軽減、

　3人目以降を9割軽減とし、第5～第7階層の世帯は最年少児を全2人目を5割軽減、3人目以降を9割軽減とする。
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� 国民健康保険税は、自営業者・農業者や医療保険のない会社などに勤められ

ている人が、保険税を出し合って医療費を支出する制度です。

� 加入している皆さんが病気やけがをしたときに医療機関で支払う金額は、か

かった医療費の3割です。残りの7割は、加入者の保険税（50％）と国・県の補

助金（50％）でまかなわれています。

� なお国保税は目的税です。医療費の支払以外に使われることはありません。

�

　１５年度の国保税は旧町村ごとに課税されていましたが、１６年度から統一した税率

で課税されます。税率については、現在、国保運営協議会において、１５年度の医療費

と納めていただいた国保税などにより、低所得者層への配慮を軸に慎重に審議を進めて

います。

�

　医療費が増加する主要因

　・医学の進歩や医療ニーズの多様化・高度化・薬剤一部負担金の廃止

　　　（医療技術の進歩・高度化に伴い、診療に要する費用がかさむようになってきています。）

�・加入者の高齢化

� 　　（病気になりがちな、お年寄りの加入者に占める割合が次第に大きくなってきました。）

　・慢性疾患患者の増加

� 　　（生活習慣病など、長期にわたる治療が必要となる慢性疾患の患者が増加しています。）

�・長引く景気低迷による所得の減少と加入者の増加

　・平成14年10月より、3歳未満の自己負担額が3割から2割になりました。（国保負担の増加）

�

　　

�

�医療費が増加すれば相対的に保険税も上がります。だからといって、医療機関にかかるのを抑えるの

ではなく、大切なのは一人ひとりの健康に気をつける心構えです。

「かかりつけの医師を持つ」「同じ病気でのはしご受診をしない」「時間外や休日の受診はなるべく避

ける」「住民検診や人間ドッグなどの健康診断を受ける」「栄養・運動・休養の健康づくり」などに心

がけましょう。

国民健康保険税について

�国保税が16年度より統一されます

医療費は今後とも増加することが予想されます

健康に対する関心が大切

国民健康保険は相互扶助の考えのもと制度化させたものですが、経済低迷や高齢化の進展を受け

医療費は増え続け、厳しい運営を余儀なくされています。

国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ
今月から16年度の国民健康保険事業について、国保運営協議会  での審議内容も含めお知らせします。
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経済的に苦しいという方に

「保険料免除制度」
所得の減少や失業等で経済的に
保険料の納付が困難な場合には、
国民年金保険料の免除制度があります。

「学生納付特例制度」
学生の場合、本人の所得が一定額以下のとき、在学期間中の
保険料を後払いできる学生納付制度があります。。

保険料免除は2種類

免除の対象となる方は

免除期間は

7月（または申請月の前月）から翌年6月までです。

「全額免除」
保険料の全額が免除される

（納付は１／３）

所得（収入）が一定基準を

下回る方

障害者または寡婦で、

前年の所得が

125万円以下の方

※所得（収入）のめやすは右表を参照

※その事実を証明できる公的機関

の書類を提出できる場合等

生活保護法による

生活扶助以外の扶助を

受けている方

風水害、失業等で

保険料の納付が困難な方

「半額免除」
保険料の半額が免除される

（給付は２／３）

免除を受ける方は、毎年申請が必要です。

4月（または申請月の前月）から翌年3月までです。
特例を受ける方は、毎年申請が必要です。

●単身世帯の場合

納付特例の対象期間は

世帯員数

世帯員数

免除対象となる所得（収入）のめやす（　）内は収入

免除対象となる所得（収入）のめやす（　）内は収入

全額免除 半額免除

全額免除 半額免除

4人世帯（夫婦、子2人）

単身世帯

164万円
(260万円)

129万円
(210万円)
94万円
(159万円)

285万円
(424万円)

215万円
(333万円)
172万円
(271万円)

35万円
(100万円)

85万円
(150万円)

（子の1人は16歳以上23歳未満）

3人世帯（夫婦、子1人）

2人世帯（夫婦のみ）

（子は16歳未満）

※ただし、申請者の配偶者や世帯主についても、免除基準に該当しないと承認されま
 せんので、ご承知下さい。

学生で所得が少ないという方に

学生納付特例の承認を受けると、

その期間中の障害や死亡といった

不慮の事態には、障害基礎年金

または遺族基礎年金が支給されます。

ボクには
  ありがたいな。

保険料は追納できます。満額の年金に近づけるためにもぜひおすすめします。

ご注意ください。

免除を受けた期間や学生納付特例の承認を受けた期間の保険料は、10年以内であればさかのぼって納める（追納）ことができます。

免除を受けた期間に応じて将来受け取る老齢基礎年金は減額されますので、年金額を満額に近づけるためにも、追納をおすすめします。

なお、保険料を追納しない場合、�免除期間については、老齢基礎年金の年金額を計算するときに、保険料を納付（全額納付）した期間と比べて、

免除（全額）期間について3分の1の額に、免除（半額）期間については3分の２の額にそれぞれ減額となります。

学生納付特例期間は老齢基礎年金を受給するための年金受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されませんので、社会人になってから

必ず追納するようにしてください。

※追納する保険料の額は、「保険料免除制度」「学生納付特例制度」の対象となった月の属する年度の翌々年度を過ぎてから追納する場合には、その当時の保険料
　に政令で定める率を乗じて得た額となります。

※保険料免除制度及び学生納付特例制度は、申請のあった月の前月からの承認となります。届出が遅れた場合、承認される前の

　期間は未納期間となり、その間の事故や病気で障害が残っても、生涯基礎年金は支給されない場合もありますので、ご注意下さい。

※半額免除の商人を受けても、残る半額の保険料を納付しなかった期間は未納期間となり、その間の事故や病気で障害が残っても、

　生涯基礎年金は支給されない場合もありますので、ご注意下さい。

!

保険料免除制度・学生納付特例制度の申請についてのお問い合わせは

町役場総合窓口課の国民年金窓口または社会保険事務所へ

※�申請書は町役場・総合窓口課の国民年金窓口にご提出下さい。

●夫か妻のいずれかのみに
　所得（収入）のある世帯の場合


